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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ駆動回路及びパッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置並びに有機ＥＬ駆動方法

(57)【要約】
【課題】  パッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置におい
て、非選択状態の走査線の有機ＥＬ素子を逆バイアス状
態にするための電流を小さくする。
【解決手段】  開示される有機ＥＬ駆動回路は、有機Ｅ
Ｌ素子を行方向と列方向とにマトリクス状に配置したパ
ッシブマトリクス有機ＥＬ表示パネルに対して、走査タ
イミングごとに選択されたデータ線に第１の電源５から
駆動電流を供給する複数の駆動源２１，２２，２３，
…，２ｎと、走査タイミングの初期においてすべてのデ
ータ線を電圧保持回路４に接続する複数のチャージスイ
ッチ３１，３２，３３，…，３ｎと、各データ線を所定
電圧に保持する電圧保持回路４と、各行の走査線ごとに
設けられ、選択された走査線を接地し又は第２の電源６
に接続し、非選択状態の走査線をハイインピーダンス状
態にする切り替えを行う水平駆動切替スイッチ１１Ａ，
１２Ａ，１３Ａ，１４Ａ，…，１ｍＡとを備えている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の有機ＥＬ素子を行方向と列方向と
にマトリクス状に配置して、各有機ＥＬ素子の一方の端
子を複数の走査線に行ごとに接続するとともに、他方の
端子を複数のデータ線に列ごとに接続してなるパッシブ
マトリクス有機ＥＬ表示パネルに対して、各列のデータ
線ごとに設けられ、走査サイクルごとに選択されたデー
タ線に第１の電源から駆動電流を供給する複数の駆動源
と、各列のデータ線ごとに設けられ、走査サイクルの初
期においてすべてのデータ線を電圧保持回路に接続し終
期において開放する複数のチャージスイッチと、前記接
続された各データ線を所定電圧に保持する電圧保持回路
と、各行の走査線ごとに設けられ、走査サイクルの初期
において選択された走査線を接地し、走査サイクルの終
期において選択された走査線を第２の電源に接続すると
ともに、次の走査サイクル以降において前記選択された
走査線を次に再び選択されるまでハイインピーダンス状
態に保つ切り替えを行う複数の水平駆動切替スイッチと
を備えたことを特徴とする有機ＥＬ駆動回路。
【請求項２】  前記電圧保持回路の保持する所定電圧
が、有機ＥＬ素子の黒レベルに対応する電圧であること
を特徴とする請求項１記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項３】  前記電圧保持回路が、前記所定電圧を保
持する定電圧素子と、該定電圧素子に並列に接続された
静電容量とからなることを特徴とする請求項１又は２記
載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項４】  前記電圧保持回路が、前記所定電圧を発
生する定電圧源からなることを特徴とする請求項１又は
２記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項５】  複数の有機ＥＬ素子を行方向と列方向と
にマトリクス状に配置して、各有機ＥＬ素子の一方の端
子を複数の走査線に行ごとに接続するとともに、他方の
端子を複数のデータ線に列ごとに接続してなるパッシブ
マトリクス有機ＥＬ表示パネルに対して、各列のデータ
線ごとに設けられ、走査サイクルごとに選択されたデー
タ線に第１の電源から駆動電流を供給する複数の駆動源
と、各列のデータ線ごとに設けられ、走査サイクルの初
期においてすべてのデータ線を接地し終期において開放
する複数のチャージスイッチと、各行の走査線ごとに設
けられ、走査サイクルの初期において選択された走査線
を接地し、走査サイクルの終期において選択された走査
線を第２の電源に接続するとともに、次の走査サイクル
以降において前記選択された走査線を次に再び選択され
るまでハイインピーダンス状態に保つ切り替えを行う複
数の水平駆動切替スイッチとを備えたことを特徴とする
有機ＥＬ駆動回路。
【請求項６】  前記第２の電源が、走査タイミングの終
期において、選択された走査線に接続されているすべて
の有機ＥＬ素子を逆バイアス状態とするに足る電圧を有
することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一記載
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の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項７】  前記第２の電源が、前記第１の電源と同
じ電圧を有することを特徴とする請求項１乃至５のいず
れか一記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項８】  複数の有機ＥＬ素子を行方向と列方向と
にマトリクス状に配置して、各有機ＥＬ素子の一方の端
子を複数の走査線に行ごとに接続するとともに、他方の
端子を複数のデータ線に列ごとに接続してなるパッシブ
マトリクス有機ＥＬ表示パネルと、各列のデータ線ごと
に設けられ、走査サイクルごとに選択されたデータ線に
第１の電源から駆動電流を供給する複数の駆動源と、各
列のデータ線ごとに設けられ、走査サイクルの初期にお
いてすべてのデータ線を電圧保持回路に接続し終期にお
いて開放する複数のチャージスイッチと、前記接続され
た各データ線を所定電圧に保持する電圧保持回路と、各
行の走査線ごとに設けられ、走査サイクルの初期におい
て選択された走査線を接地し、走査サイクルの終期にお
いて選択された走査線を第２の電源に接続するととも
に、次の走査サイクル以降において前記選択された走査
線を次に再び選択されるまでハイインピーダンス状態に
保つ切り替えを行う複数の水平駆動切替スイッチとを備
えたことを特徴とするパッシブマトリクス有機ＥＬ表示
装置。
【請求項９】  前記電圧保持回路の保持する所定電圧
が、有機ＥＬ素子の黒レベルに対応する電圧であること
を特徴とする請求項８記載のパッシブマトリクス有機Ｅ
Ｌ表示装置。
【請求項１０】  前記電圧保持回路が、前記所定電圧を
保持する定電圧素子と、該定電圧素子に並列に接続され
た静電容量とからなることを特徴とする請求項８又は９
記載のパッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置。
【請求項１１】  前記電圧保持回路が、前記所定電圧を
発生する定電圧源からなることを特徴とする請求項８又
は９記載のパッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置。
【請求項１２】  複数の有機ＥＬ素子を行方向と列方向
とにマトリクス状に配置して、各有機ＥＬ素子の一方の
端子を複数の走査線に行ごとに接続するとともに、他方
の端子を複数のデータ線に列ごとに接続してなるパッシ
ブマトリクス有機ＥＬ表示パネルと、各列のデータ線ご
とに設けられ、走査サイクルごとに選択されたデータ線
に第１の電源から駆動電流を供給する複数の駆動源と、
各列のデータ線ごとに設けられ、走査サイクルの初期に
おいてすべてのデータ線を接地し終期において開放する
複数のチャージスイッチと、各行の走査線ごとに設けら
れ、走査サイクルの初期において選択された走査線を接
地し、走査サイクルの終期において選択された走査線を
第２の電源に接続するとともに、次の走査サイクル以降
において前記選択された走査線を次に再び選択されるま
でハイインピーダンス状態に保つ切り替えを行う複数の
水平駆動切替スイッチとを備えたことを特徴とするパッ
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シブマトリクス有機ＥＬ表示装置。
【請求項１３】  前記第２の電源が、走査タイミングの
終期において、選択された走査線に接続されているすべ
ての有機ＥＬ素子を逆バイアス状態とするに足る電圧を
有することを特徴とする請求項８乃至１２のいずれか一
記載のパッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置。
【請求項１４】  前記第２の電源が、前記第１の電源と
同じ電圧を有することを特徴とする請求項８乃至１２の
いずれか一記載のパッシブマトリクス有機ＥＬ表示装
置。
【請求項１５】  複数の有機ＥＬ素子を行方向と列方向
とにマトリクス状に配置して、各有機ＥＬ素子の一方の
端子を複数の走査線に行ごとに接続するとともに、他方
の端子を複数のデータ線に列ごとに接続してなるパッシ
ブマトリクス有機ＥＬ表示パネルにおいて、各行の走査
線に、選択された走査線を接地状態と、高電圧印加状態
と、ハイインピーダンス状態とに切り替える水平駆動切
替スイッチを設けて、走査タイミングの初期において選
択された走査線を接地して該走査線に接続された有機Ｅ
Ｌ素子を列方向に駆動可能な状態にし、該駆動期間の終
了後、前記選択された走査線を前記高電圧の印加用電源
に接続して該走査線に接続されているすべての有機ＥＬ
素子を逆バイアス状態にし、次の走査サイクル以降にお
いて前記選択された走査線を次に再び選択されるまでハ
イインピーダンス状態に保つ切り替えを行うことを特徴
とする有機ＥＬ駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、パッシブマトリ
クス有機ＥＬ（Electro-Luminescence）表示パネルを動
作させる際の消費電力を低減した、有機ＥＬ駆動回路及
びパッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】パッシブマトリクス有機ＥＬ表示パネル
は、有機材料薄膜を積層して形成した、能動素子を含ま
ない微小発光体ユニットである有機ＥＬ素子を、基板上
にマトリクス状に配置したものであって、バックライト
を必要としない、自発光型表示装置として、注目されて
いるものである。有機ＥＬ素子は、その構造上、発光部
が有する寄生容量が大きいため、高速動作時における素
子の充電電流の低減が大きな問題であって、これに対し
ては、既にいくつかの提案がなされている（例えば、特
開平１１－１４３４２９号公報参照）。
【０００３】図６は、従来のパッシブマトリクス有機Ｅ
Ｌ表示装置の構成例を示す図、図７，図８は、図６に示
されたパッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置における、
それぞれ異なるタイミングにおける接続状態を示したも
のである。従来のパッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置
は、図６に示すように、複数の有機ＥＬ素子Ｅ１１，Ｅ
１２，Ｅ１３，…，Ｅ１ｎ、Ｅ２１，Ｅ２２，Ｅ２３，
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…，Ｅ２ｎ、Ｅ３１，Ｅ３２，Ｅ３３，…，Ｅ３ｎ、Ｅ
４１，Ｅ４２，Ｅ４３，…，Ｅ４ｎ、…、Ｅｍ１，Ｅｍ
２，Ｅｍ３，…，Ｅｍｎを行（ロウ）方向と列（カラ
ム）方向とにマトリクス状に配置して、各有機ＥＬ素子
の一方の端子を複数の走査線Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３，Ｒ４，
…，Ｒｍに行ごとに接続するとともに、他方の端子を複
数のデータ線Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，…，Ｃｎに列ごとに接
続してなるパッシブマトリクス有機ＥＬ表示パネルと、
各行の走査線ごとに設けられた水平駆動切替スイッチ１
１，１２，１３，１４，…，１ｍと、各列のデータ線ご
とに設けられた駆動源２１，２２，２３，…，２ｎと、
各列のデータ線ごとに設けられたチャージスイッチ３
１，３２，３３，…，３ｎと、各列のチャージスイッチ
の出力側に共通に設けられた電圧保持回路４と、第１の
電源５と、第２の電源６とから概略構成されている。
【０００４】図６に示すパッシブマトリクス有機ＥＬ表
示装置は、赤（Ｒ），緑（Ｇ），青（Ｂ）の３原色に対
応する有機ＥＬ素子をそれぞれ短冊状に形成して、対応
する番号の各色の有機ＥＬ素子が、同一範囲に同じ順序
に配列されて、それぞれフルカラー表示用画素を構成す
るように、異なる色の３枚分のパッシブマトリクス有機
ＥＬ表示パネルを構成する有機ＥＬ素子を同一基板上に
配置することによって、フルカラー表示用パッシブマト
リクス有機ＥＬ表示装置を構成することができるが、以
下の説明においては、叙述を簡潔にするため、そのうち
の１色分のパッシブマトリクス有機ＥＬ表示パネルにつ
いて説明する。
【０００５】各有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅ１ｎ、Ｅ２１～
Ｅ２ｎ、Ｅ３１～Ｅ３ｎ、Ｅ４１～Ｅ４ｎ、…、Ｅｍ１
～Ｅｍｎは、それぞれ発光部を形成するダイオードＤＥ
と、その寄生容量ＣＥとからなり、その陽極側を各列の
データ線Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，…，Ｃｎに接続され、その
陰極側を各行の走査線Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３，…，Ｒｍに接
続されている。各行の走査線は走査サイクルごとに順番
に選択され、各列のデータ線は各走査サイクルにおい
て、順番に選択されて駆動される。水平駆動切替スイッ
チ１１，１２，１３，１４，…，１ｍは、例えばＰ（Po
sitive）型ＦＥＴ（Field Effect Transistor ）とＮ
（Negative）型ＦＥＴの組み合わせからなる周知の半導
体スイッチであって、１極２投の機能を有し、各行の走
査線Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３，Ｒ４，…，Ｒｍを、選択時、接
地に接続し、非選択時、第２の電源６に接続するように
切り替えを行う。各駆動源２１，２２，２３，…，２ｎ
は、各列のデータ線Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，…，Ｃｎに対し
て、駆動時、発光させようとする光度に応じた大きさの
電流を供給し、非駆動時には、電流を供給しない。チャ
ージスイッチ３１，３２，３３，…，３ｎは、各行の走
査線の切り替えに対応して、切り替えの初期に、各列ご
とに各有機ＥＬ素子の陰極側を並列に電圧保持回路４の
陽極側に接続する。電圧保持回路４は、ツエナダイオー
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ドからなる定電圧素子ＤＨと、例えばパッシブマトリク
ス有機ＥＬ表示パネルを構成するすべての有機ＥＬ素子
の寄生容量の和と同等の静電容量を有する並列容量ＣＨ
とからなり、陰極側が接地されていることによって、チ
ャージスイッチ３１，３２，３３，…，３ｎがオンにな
ったとき、すべての有機ＥＬ素子の陽極側を、定電圧素
子ＤＨで定まる所定電位ＶＨに保持する。第１の電源５
は、電圧Ｖ１の電源を各駆動源に供給する。第２の電源
６は、電圧Ｖ２の電源を各水平駆動切替スイッチに供給
する。
【０００６】以下、図６，図７，図８を参照して、従来
例のパッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置の動作を説明
する。図６は、走査線の走査が、第１列の走査線Ｒ１か
ら第２列の走査線Ｒ２に切り替えられ、走査線Ｒ２が水
平駆動切替スイッチ１２を介して接地された状態を示し
ている。このとき、選択された走査線Ｒ２に接続されて
いる各有機ＥＬ素子は、すべてその陰極が接地に接続さ
れる。いま、データ線Ｃ２が駆動状態であって、第１の
電源５から駆動源２２を経て駆動電流が供給されたと
き、データ線Ｃ２と走査線Ｒ２の間に接続されている、
破線で囲んで示す有機ＥＬ素子Ｅ２２は、駆動電流によ
って、ダイオードＤＥが、駆動電流の大きさに応じた明
るさに発光するとともに、寄生容量ＣＥに対する充電が
行われる。また、選択された走査線Ｒ２に接続されてい
るが、駆動されていない各データ線Ｃ１，Ｃ３，…，Ｃ
ｎに接続されている各有機ＥＬ素子は、対応する駆動源
２１，２３，…，２ｎが、各有機ＥＬ素子が発光しきい
値以下（以下、これを黒レベルと呼ぶ）になる程度の駆
動電流を供給するので発光しない。有機ＥＬ素子が黒レ
ベルになる電圧は、発光色によって異なる。一方、選択
されていない各走査線Ｒ１，Ｒ３，…，Ｒｍに接続され
ている各有機ＥＬ素子は、その陰極側に第２の電源６か
ら第１の電源５と同極性の電圧が印加されることによっ
て、それぞれのダイオードに逆方向の電圧が印加される
逆バイアス状態となるため発光することはない。このと
き、各有機ＥＬ素子の寄生容量は、一斉に逆バイアス電
位に充電される。
【０００７】図７は、次の走査タイミングで、第３列の
走査線Ｒ３が走査された初期の状態を示し、チャージス
イッチ３１，３２，３３，…，３ｎがオンになり、走査
線Ｒ２が水平駆動切替スイッチ１２を介して第２の電源
６に接続されるとともに、走査線Ｒ３が水平駆動切替ス
イッチ１３を介して接地された状態を示している。この
とき、チャージスイッチ３１，３２，３３，…，３ｎを
介して、すべてのデータ線Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，…，Ｃｎ
が相互に接続されるとともに、電圧保持回路４の陽極側
に接続される。そこで、前回駆動されて発光した有機Ｅ
Ｌ素子から電荷が流れて、他のすべての有機ＥＬ素子が
充電されるとともに、その陽極側が、電圧保持回路４に
よって定まる電位ＶＨに保持される。電位ＶＨは、陰極
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側を接地された有機ＥＬ素子が黒レベルとなる電位であ
り、これによって、選択された走査線Ｒ３に接続されて
いるすべての有機ＥＬ素子は、黒レベルにプリチャージ
される。
【０００８】図８は、次に、チャージスイッチ３１，３
２，３３，…，３ｎがオフにされたた状態を示し、電圧
保持回路４による電位設定を終了した状態を示してい
る。このとき、すべてのデータ線Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，
…，Ｃｎは相互に切り離されるとともに、各データ線は
電圧保持回路４から切り離される。また、走査線Ｒ２が
第２の電源６に接続されることによって、有機ＥＬ素子
Ｅ２２は、陰極側が第２の電源６の電圧に引き上げられ
るので、逆バイアス状態となって消光する。一方、新た
に選択された走査線Ｒ３が接地されたことによって、駆
動線Ｃ２から、次の行の有機ＥＬ素子Ｅ３２に駆動電流
が供給されので、有機ＥＬ素子Ｅ３２が駆動電流の大き
さに応じた明るさに発光するとともに、その寄生容量に
対する充電が行われる。また、新たに選択された走査線
Ｒ３に接続されている、駆動されない有機ＥＬ素子Ｅ３
１，Ｅ３３，…，Ｅ３ｎには、駆動源Ｃ１，Ｃ３，…，
Ｃｎから黒レベルの電流が流れる。この際、有機ＥＬ素
子Ｅ３２には、その寄生容量に対して、前のタイミング
で電圧保持回路４によって定まる黒レベルの電位に既に
充電されているので、非選択時に有機ＥＬ素子Ｅ３２の
陰極が接地されている場合と比較して、新たに選択され
たとき、有機ＥＬ素子Ｅ３２の寄生容量に対して、発光
開始までに充電すべき電荷は少なくて済み、従って、有
機ＥＬ素子Ｅ３２の発光が速くなる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】図６，図７，図８に示
された従来のパッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置で
は、新たに選択された走査線の駆動されている有機ＥＬ
素子は、前のタイミングで既に電荷保持回路の電圧に充
電されているので、発光までに必要な充電電荷が少な
く、従って発光が速い利点がある。しかしながら、選択
されていないすべての走査線の有機ＥＬ素子の寄生容量
は、走査線の切り替えごとに、第２の電源６の電圧と電
圧保持回路４の電圧との差の電圧で一斉に充電されるの
で、装置全体としての消費電流が増加し、電源容量を大
きくしなければならないという問題があった。
【００１０】この発明は、上述の事情に鑑みてなされた
ものであって、パッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置に
おいて、走査線の切り替え時に生じる、非選択走査線の
有機ＥＬ素子に対する充電電流を小さくすることが可能
な、有機ＥＬ駆動回路及びパッシブマトリクス有機ＥＬ
表示装置を提供することを目的としている。
【００１１】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するた
め、請求項１記載の発明は有機ＥＬ駆動回路に係り、複
数の有機ＥＬ素子を行方向と列方向とにマトリクス状に
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7
配置して、各有機ＥＬ素子の一方の端子を複数の走査線
に行ごとに接続するとともに、他方の端子を複数のデー
タ線に列ごとに接続してなるパッシブマトリクス有機Ｅ
Ｌ表示パネルに対して、各列のデータ線ごとに設けら
れ、走査サイクルごとに選択されたデータ線に第１の電
源から駆動電流を供給する複数の駆動源と、各列のデー
タ線ごとに設けられ、走査サイクルの初期においてすべ
てのデータ線を電圧保持回路に接続し終期において開放
する複数のチャージスイッチと、上記接続された各デー
タ線を所定電圧に保持する電圧保持回路と、各行の走査
線ごとに設けられ、走査サイクルの初期において選択さ
れた走査線を接地し、走査サイクルの終期において選択
された走査線を第２の電源に接続するとともに、次の走
査サイクル以降において前記選択された走査線を次に再
び選択されるまでハイインピーダンス状態に保つ切り替
えを行う複数の水平駆動切替スイッチとを備えたことを
特徴としている。
【００１２】また、請求項２記載の発明は、請求項１記
載の有機ＥＬ駆動回路に係り、上記電圧保持回路の保持
する所定電圧が、有機ＥＬ素子の黒レベルに対応する電
圧であることを特徴としている。
【００１３】また、請求項３記載の発明は、請求項１又
は２記載の有機ＥＬ駆動回路に係り、上記電圧保持回路
が、上記所定電圧を保持する定電圧素子と、該定電圧素
子に並列に接続された静電容量とからなることを特徴と
している。
【００１４】また、請求項４記載の発明は、請求項１又
は２記載の有機ＥＬ駆動回路に係り、上記電圧保持回路
が、上記所定電圧を発生する定電圧源からなることを特
徴としている。
【００１５】また、請求項５記載の発明は有機ＥＬ駆動
回路に係り、複数の有機ＥＬ素子を行方向と列方向とに
マトリクス状に配置して、各有機ＥＬ素子の一方の端子
を複数の走査線に行ごとに接続するとともに、他方の端
子を複数のデータ線に列ごとに接続してなるパッシブマ
トリクス有機ＥＬ表示パネルに対して、各列のデータ線
ごとに設けられ、走査サイクルごとに選択されたデータ
線に第１の電源から駆動電流を供給する複数の駆動源
と、各列のデータ線ごとに設けられ、走査サイクルの初
期においてすべてのデータ線を接地し終期において開放
する複数のチャージスイッチと、各行の走査線ごとに設
けられ、走査サイクルの初期において選択された走査線
を接地し、走査サイクルの終期において選択された走査
線を第２の電源に接続するとともに、次の走査サイクル
以降において前記選択された走査線を次に再び選択され
るまでハイインピーダンス状態に保つ切り替えを行う複
数の水平駆動切替スイッチとを備えたことを特徴として
いる。
【００１６】また、請求項６記載の発明は、請求項１乃
至５のいずれか一記載の有機ＥＬ駆動回路に係り、上記
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第２の電源が、走査タイミングの終期において、選択さ
れた走査線に接続されているすべての有機ＥＬ素子を逆
バイアス状態とするに足る電圧を有することを特徴とし
ている。
【００１７】また、請求項７記載の発明は、請求項１乃
至５のいずれか一記載の有機ＥＬ駆動回路に係り、上記
第２の電源が、上記第１の電源と同じ電圧を有すること
を特徴としている。
【００１８】また、請求項８記載の発明は、パッシブマ
トリクス有機ＥＬ表示装置に係り、複数の有機ＥＬ素子
を行方向と列方向とにマトリクス状に配置して、各有機
ＥＬ素子の一方の端子を複数の走査線に行ごとに接続す
るとともに、他方の端子を複数のデータ線に列ごとに接
続してなるパッシブマトリクス有機ＥＬ表示パネルと、
各列のデータ線ごとに設けられ、走査サイクルごとに選
択されたデータ線に第１の電源から駆動電流を供給する
複数の駆動源と、各列のデータ線ごとに設けられ、走査
サイクルの初期においてすべてのデータ線を電圧保持回
路に接続し終期において開放する複数のチャージスイッ
チと、上記接続された各データ線を所定電圧に保持する
電圧保持回路と、各行の走査線ごとに設けられ、走査サ
イクルの初期において選択された走査線を接地し、走査
サイクルの終期において選択された走査線を第２の電源
に接続するとともに、次の走査サイクル以降において前
記選択された走査線を次に再び選択されるまでハイイン
ピーダンス状態に保つ切り替えを行う複数の水平駆動切
替スイッチとを備えたことを特徴としている。
【００１９】また、請求項９記載の発明は、請求項８記
載の有機ＥＬ駆動回路に係り、上記電圧保持回路の保持
する所定電圧が、有機ＥＬ素子の黒レベルに対応する電
圧であることを特徴としている。
【００２０】また、請求項１０記載の発明は、請求項８
又は９記載の有機ＥＬ駆動回路に係り、上記電圧保持回
路が、上記所定電圧を保持する定電圧素子と、該定電圧
素子に並列に接続された静電容量とからなることを特徴
としている。
【００２１】また、請求項１１記載の発明は、請求項８
又は９記載の有機ＥＬ駆動回路に係り、上記電圧保持回
路が、上記所定電圧を発生する定電圧源からなることを
特徴としている。
【００２２】また、請求項１２記載の発明は、パッシブ
マトリクス有機ＥＬ表示装置に係り、複数の有機ＥＬ素
子を行方向と列方向とにマトリクス状に配置して、各有
機ＥＬ素子の一方の端子を複数の走査線に行ごとに接続
するとともに、他方の端子を複数のデータ線に列ごとに
接続してなるパッシブマトリクス有機ＥＬ表示パネル
と、各列のデータ線ごとに設けられ、走査サイクルごと
に選択されたデータ線に第１の電源から駆動電流を供給
する複数の駆動源と、各列のデータ線ごとに設けられ、
走査サイクルの初期においてすべてのデータ線を接地し
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9
終期において開放する複数のチャージスイッチと、各行
の走査線ごとに設けられ、走査サイクルの初期において
選択された走査線を接地し、走査サイクルの終期におい
て選択された走査線を第２の電源に接続するとともに、
次の走査サイクル以降において前記選択された走査線を
次に再び選択されるまでハイインピーダンス状態に保つ
切り替えを行う複数の水平駆動切替スイッチとを備えた
ことを特徴としている。
【００２３】また、請求項１３記載の発明は、請求項８
乃至１２のいずれか一記載のパッシブマトリクス有機Ｅ
Ｌ表示装置に係り、上記第２の電源が、走査タイミング
の終期において、選択された走査線に接続されているす
べての有機ＥＬ素子を逆バイアス状態とするに足る電圧
を有することを特徴としている。
【００２４】また、請求項１４記載の発明は、請求項８
乃至１２のいずれか一記載のパッシブマトリクス有機Ｅ
Ｌ表示装置に係り、上記第２の電源が、上記第１の電源
と同じ電圧を有することを特徴としている。
【００２５】また、請求項１５記載の発明は、有機ＥＬ
駆動方法に係り、複数の有機ＥＬ素子を行方向と列方向
とにマトリクス状に配置して、各有機ＥＬ素子の一方の
端子を複数の走査線に行ごとに接続するとともに、他方
の端子を複数のデータ線に列ごとに接続してなるパッシ
ブマトリクス有機ＥＬ表示パネルにおいて、各行の走査
線に、選択された走査線を接地状態と、高電圧印加状態
と、ハイインピーダンス状態とに切り替える水平駆動切
替スイッチを設けて、走査サイクルの初期において選択
された走査線を接地して該走査線に接続された有機ＥＬ
素子を列方向に駆動可能な状態にし、該駆動期間の終了
後、前記選択された走査線を前記高電圧の印加用電源に
接続して該走査線に接続されているすべての有機ＥＬ素
子を逆バイアス状態にし、次の走査サイクル以降におい
て前記選択された走査線を次に再び選択されるまでハイ
インピーダンス状態に保つ切り替えを行うことを特徴と
している。
【００２６】
【作用】この発明の構成では、パッシブマトリクス有機
ＥＬ表示パネルにおける走査線を選択する水平駆動切替
スイッチを１極３投の構成として、走査タイミングの初
期において選択された走査線を接地し、走査タイミング
の終期において選択された走査線を第２の電源に接続す
るとともに、非選択状態の走査線を浮動状態にするよう
にしたので、走査が終了した直後の走査線のみに、有機
ＥＬ素子を逆バイアスにするための電源が接続され、そ
れ以外の走査線はハイインピーダンス状態に保たれるの
で、第２の電源に接続した際における、電圧保持回路の
電位との間に生じる充電電流は、選択された走査線に接
続された有機ＥＬ素子の寄生容量の分だけとなり、既に
非選択状態となっている走査線に接続されたすべての有
機ＥＬ素子の寄生容量に対しては不必要な充電電流が流
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れないので、逆バイアスにするための消費電流が低減さ
れる。
【００２７】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して、この発明
の実施の形態について説明する。説明は、実施例を用い
て具体的に行なう。図１は、この発明の一実施例である
パッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置の構成を示す図、
図２，図３は、図１に示されたパッシブマトリクス有機
ＥＬ表示装置における、それぞれ異なるタイミングにお
ける接続状態を示す図、図４は、本実施例におけるパッ
シブマトリクス有機ＥＬ表示装置の動作を説明するため
のタイミングチャート、図５は、本実施例を適用したフ
ルカラー表示用パッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置の
構成を示す図である。
【００２８】この例のパッシブマトリクス有機ＥＬ表示
装置は、図１に示すように、複数の有機ＥＬ素子Ｅ１
１，Ｅ１２，Ｅ１３，…，Ｅ１ｎ、Ｅ２１，Ｅ２２，Ｅ
２３，…，Ｅ２ｎ、Ｅ３１，Ｅ３２，Ｅ３３，…，Ｅ３
ｎ、Ｅ４１，Ｅ４２，Ｅ４３，…，Ｅ４ｎ、…、Ｅｍ
１，Ｅｍ２，Ｅｍ３，…，Ｅｍｎを行（ロウ）方向と列
（カラム）方向とにマトリクス状に配置して、各有機Ｅ
Ｌ素子の一方の端子を複数の走査線Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３，
Ｒ４，…，Ｒｍに行ごとに接続するとともに、他方の端
子を複数のデータ線Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，…，Ｃｎに列ご
とに接続してなるパッシブマトリクス有機ＥＬ表示パネ
ルと、各行の走査線ごとに設けられた水平駆動切替スイ
ッチ１１Ａ，１２Ａ，１３Ａ，１４Ａ，…，１ｍＡと、
各列のデータ線ごとに設けられた駆動源２１，２２，２
３，…，２ｎと、各列のデータ線ごとに設けられたチャ
ージスイッチ３１，３２，３３，…，３ｎと、各列のチ
ャージスイッチの出力側に共通に設けられた電圧保持回
路４と、第１の電源５と、第２の電源６とから概略構成
されている。
【００２９】図１に示すパッシブマトリクス有機ＥＬ表
示パネルは、Ｒ，Ｇ，Ｂの３色からなる３枚分のパッシ
ブマトリクス有機ＥＬ表示パネルを構成する有機ＥＬ素
子を同一基板上に形成し、この際、短冊状に形成された
対応する番号の３色の有機ＥＬ素子が平面上に同一順序
に配列されてカラー表示用画素を形成するように配置す
ることによって、フルカラー表示用パッシブマトリクス
有機ＥＬ表示装置を構成できることは図６に示された従
来例の場合と同様であるが、以下の説明においては、叙
述を簡潔にするため、そのうちの１色分のパッシブマト
リクス有機ＥＬ表示パネルについて説明する。
【００３０】この例において、複数の有機ＥＬ素子Ｅ１
１，Ｅ１２，Ｅ１３，…，Ｅ１ｎ、Ｅ２１，Ｅ２２，Ｅ
２３，…，Ｅ２ｎ、Ｅ３１，Ｅ３２，Ｅ３３，…，Ｅ３
ｎ、Ｅ４１，Ｅ４２，Ｅ４３，…，Ｅ４ｎ、…、Ｅｍ
１，Ｅｍ２，Ｅｍ３，…，Ｅｍｎからなるパッシブマト
リクス有機ＥＬ表示パネルと、駆動源２１，２２，２
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３，…，２ｎと、チャージスイッチ３１，３２，３３，
…，３ｎと、電圧保持回路４と、第１の電源５と、第２
の電源６の構成は、図６に示された従来例の場合と同様
である。水平駆動切替スイッチ１１Ａ，１２Ａ，１３
Ａ，１４Ａ，…，１ｍＡは、例えばＰ型ＦＥＴとＮ型Ｆ
ＥＴの組み合わせからなる周知の半導体スイッチであっ
て、１極３投の機能を有し、各行の走査線Ｒ１，Ｒ２，
Ｒ３，Ｒ４，…，Ｒｍを、有機ＥＬ素子の発光駆動時、
接地に接続し、各行の走査線の走査切り替えタイミング
の終期に、第２の電源６に接続するとともに、非駆動
時、ハイインピーダンス状態にするように切り替えを行
う。
【００３１】以下、図１～図４を参照して、この例のパ
ッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置の動作を説明する。
なお、図４において、(1) は有機ＥＬ素子Ｅ２２の陽極
側電位、(2) はチャージスイッチのオン（ｏｎ）, オフ
（ｏｆｆ）の状態、(3),(4),(5),(6) はそれぞれ、走査
線Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３，Ｒ４の電位を示している。
【００３２】図１は、走査線の走査が、第１列の走査線
Ｒ１から第２列の走査線Ｒ２に切り替えられ、走査線Ｒ
２が水平駆動切替スイッチ１２Ａを介して接地（ＧＮ
Ｄ）された状態を示している（図４タイミング１）。こ
のとき、選択された走査線Ｒ２に接続されている各有機
ＥＬ素子は、すべてその陰極が接地に接続される。い
ま、データ線Ｃ２が駆動状態であって、第１の電源５か
ら駆動源２２を経て駆動電流が供給されたとき、データ
線Ｃ２と走査線Ｒ２の間に接続されている、破線で囲ん
で示す有機ＥＬ素子Ｅ２２の陽極は、駆動電流によっ
て、図４に（Ａ）で示す順方向バイアス電位にされるの
で、ダイオードＤＥは、順バイアス電圧の大きさに応じ
た明るさに発光するとともに、その寄生容量ＣＥに対す
る充電が行われる。また、選択された走査線Ｒ２に接続
されているが、駆動されていない各データ線Ｃ１，Ｃ
３，…，Ｃｎに接続されている各有機ＥＬ素子は、対応
する駆動源２１，２３，…，２ｎが、各有機ＥＬ素子が
黒レベルになる程度の駆動電流を供給するように設定さ
れているので発光しない。
【００３３】一方、前回の走査で選択されていたが、今
回の走査では選択されなくなった走査線Ｒ１には、水平
駆動切替スイッチ１１Ａを介して第２の電源６が接続さ
れるので、走査線Ｒ１に接続されている各有機ＥＬ素子
は、その陰極側に第２の電源６から第１の電源５と同極
性の電圧Ｖ２が印加されることによって、それぞれのダ
イオードに逆方向の電圧が印加される逆バイアス状態と
なるため、発光することはない。このとき、走査線Ｒ１
に接続されている各有機ＥＬ素子の寄生容量は、一斉に
逆バイアス電位に充電される。また、選択されていない
他の走査線Ｒ３，Ｒ４，…，Ｒｍは、対応する水平駆動
切替スイッチ１３Ａ，１４Ａ，…，１ｍＡがハイインピ
ーダンス（ＨｉＺ）状態となり、各走査線Ｒ３，Ｒ４，
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…，Ｒｍに接続された各有機ＥＬ素子が発光することは
ない。また、それぞれの寄生容量に保持された逆バイア
スの電位は、選択された走査線の有機ＥＬ素子の駆動電
位の影響によって次第に変化するが、逆バイアス状態は
保たれるようになっている。
【００３４】第２列の走査線Ｒ２に対する駆動期間が終
了すると、チャージスイッチ３１，３１，３３，…，３
ｎがオンになって、すべてのデータ線Ｃ１，Ｃ２，Ｃ
３，…，Ｃｎを電圧保持回路４に接続する（図４タイミ
ング２）。これによって、有機ＥＬ素子Ｅ２２を含むす
べての有機ＥＬ素子の陽極側が、図４に（Ｂ）で示すよ
うに、電圧保持回路４によって定まる黒レベルの電位Ｖ
Ｈになり、その結果、有機ＥＬ素子Ｅ２２はオフになっ
て消光する（図４タイミング３）。
【００３５】次のタイミングで、図２に示すように、第
１列の走査線Ｒ１の水平駆動切替スイッチ１１Ａがオフ
に切り替えられ、第２列の走査線Ｒ２の水平駆動切替ス
イッチ１２Ａが第２の電源６側に切り替えら、第３列の
走査線Ｒ３の水平駆動切替スイッチ１３Ａが接地側に切
り替えられる（図４タイミング４）。このとき、水平駆
動切替スイッチ１１Ａがオフになることによって、走査
線Ｒ１は前回の逆バイアス状態を保持した状態で、ハイ
インピーダンス（ＨｉＺ）状態にされる。また、走査線
Ｒ２が第２の電源６の電位Ｖ２に引き上げられて、走査
線Ｒ２に接続されたすべての有機ＥＬ素子が、電位Ｖ２
と電圧保持回路４の電位ＶＨとによって、陽極側に
（Ｃ）に示すように逆バイアス電位を与えられて、それ
ぞれのダイオードが逆バイアス状態に保持されるととも
に、寄生容量が充電される。さらに、走査線Ｒ３が接地
されて、走査線Ｒ３に接続されたすべての有機ＥＬ素子
の陰極側が接地電位になるとともに、陽極側が電圧保持
回路４の電位ＶＨに保持されて黒レベルの状態になる
（図７タイミング５）。
【００３６】次に、図３に示すように、チャージスイッ
チ３１，３２，３３，…，３ｎがオフになると、第３列
の走査線Ｒ３における駆動された有機ＥＬ素子Ｅ３２
に、駆動源２２から駆動電流が供給されて、駆動電流の
大きさに応じた明るさで発光が行われる（図４タイミン
グ６，７，８）。
【００３７】次のタイミングで、再びチャージスイッチ
３１，３２，３３，…，３ｎがオンとなり、第２列の走
査線Ｒ２の水平駆動切替スイッチ１２Ａがオフに切り替
えられるので（図４タイミング９）、有機ＥＬ素子Ｅ３
２が消光する。さらに、第３列走査線Ｒ３の水平駆動切
替スイッチ１３Ａが第２の電源６の電位Ｖ２に切り替え
られて、走査線Ｒ３に接続された有機ＥＬ素子の陽極側
が逆バイアス電位に保持されるとともに、第４列の水平
駆動切替スイッチ１４Ａが接地側に切り替えられるので
（図４タイミング１１）、次の行におけるデータ線Ｃ２
に接続された有機ＥＬ素子Ｅ４２が発光可能な状態とな
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る。
【００３８】このように、この例のパッシブマトリクス
有機ＥＬ表示装置では、走査が終了した直後の走査線の
みに、有機ＥＬ素子を逆バイアスにするために第２の電
源６を接続し、それ以外の走査線は第２の電源６を接続
しないので、第２の電源６に接続した際における、電圧
保持回路４の電位との間に生じる充電電流は、選択され
た走査線に接続された有機ＥＬ素子の寄生容量の分だけ
となり、従って、既に非選択状態となっている走査線に
接続されたすべての有機ＥＬ素子の寄生容量に対しては
不必要な充電電流が流れないため、非選択状態の有機Ｅ
Ｌ素子を逆バイアスにするため消費電流を低減すること
ができる。
【００３９】ハイインピーダンス状態になっている有機
ＥＬ素子は、パッシブマトリクス有機ＥＬ表示パネルに
おける他の有機ＥＬ素子の駆動状態の影響を受けて、画
面が暗い状態が続くときは、逆バイアス電位が大きい状
態を維持するが、画面が明るい状態が多いときは、寄生
容量の電荷がダイオードを介して電源側に流出するの
で、逆バイアス電位は次第に低下する。図４において、
タイミング９以降の有機ＥＬ素子Ｅ２２の逆バイアス電
位における、下側のラインは暗い画面が多い場合を示
し、上側のラインは明るい画面が多い場合を示してい
る。また、走査線Ｒ３のタイミング３以前の電位と、走
査線Ｒ４のタイミング１０以前の電位が、破線によって
二重に表されているのも同様であって、下側のライン
は、暗い画面が多いために走査線がハイインピーダンス
状態に保たれて、逆バイアス電位が変化しないことを示
し、上側のラインは、明るい画面が多いために、電位が
上昇したことを示している。
【００４０】次に、図５を用いて、この発明を適用した
フルカラー表示用パッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置
について説明する。この例のフルカラー表示用パッシブ
マトリクス有機ＥＬ表示装置は、図５に示すように、複
数の有機ＥＬ素子Ｅ１１Ｒ，Ｅ１１Ｇ，Ｅ１１Ｂ，…，
Ｅ１ｎＲ，Ｅ１ｎＧ，Ｅ１ｎＢ、Ｅ２１Ｒ，Ｅ２１Ｇ，
Ｅ２１Ｂ，…，Ｅ２ｎＲ、Ｅ２ｎＧ，Ｅ２ｎＢ、Ｅ３１
Ｒ，Ｅ３１Ｇ，Ｅ３１Ｂ，…，Ｅ３ｎＲ、Ｅ３ｎＧ，Ｅ
３ｎＢ、…、Ｅｍ１Ｒ，Ｅｍ１Ｇ，Ｅｍ１Ｂ，…，Ｅｍ
ｎＲ、ＥｍｎＧ，ＥｍｎＢを行（ロウ）方向と列（カラ
ム）方向とにマトリクス状に配置して、各有機ＥＬ素子
の一方の端子を複数の走査線Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３，Ｒ４，
…，Ｒｍに行ごとに接続するとともに、他方の端子を複
数のデータ線Ｃ１Ｒ，Ｃ１Ｇ，Ｃ１Ｂ，…，ＣｎＲ，Ｃ
ｎＧ，ＣｎＢに列ごとに接続してなるパッシブマトリク
ス有機ＥＬ表示パネルと、各行の走査線ごとに設けられ
た水平駆動切替スイッチ１１Ａ，１２Ａ，１３Ａ，１４
Ａ，…，１ｍＡと、各列のデータ線ごとに設けられた駆
動源２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂ，…，２ｎＲ，２ｎＧ，２
ｎＢと、各列のデータ線ごとに設けられたチャージスイ
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ッチ３１Ｒ，３１Ｇ，３１Ｂ，…，３ｎＲ，３ｎＧ，３
ｎＢと、各色のチャージスイッチの出力側に共通に設け
られた電圧保持回路４Ｒ，４Ｇ，４Ｂと、第１の電源５
と、第２の電源６とから概略構成されている。これらの
うち、水平駆動切替スイッチ１１Ａ，１２Ａ，１３Ａ，
１４Ａ，…，１ｍＡと、第１の電源５と、第２の電源６
とは、図１に示された実施例の場合と同様である。
【００４１】各有機ＥＬ素子Ｅ１１Ｒ，…，Ｅ１ｎＢ，
Ｅ２１Ｒ，…，Ｅ２ｎＢ，Ｅ３１Ｒ，…，Ｅ３ｎＢ，Ｅ
４１Ｒ，…，Ｅ４ｎＢ，…，Ｅｍ１Ｒ，…，ＥｍｎＢ
は、末尾にＲを付して示す赤色発光用有機ＥＬ素子と、
末尾にＧを付して示す緑色発光用有機ＥＬ素子と、末尾
にＢを付して示す青色発光用有機ＥＬ素子とからなって
いて、同一行の走査線上では、例えばＲ，Ｇ，Ｂの順に
繰り返して配置されているとともに、同一列のデータ線
上には、同一色の有機ＥＬ素子が配置されて、パッシブ
マトリクス有機ＥＬ表示パネルを形成している。これに
よって、同一行の走査線上の隣接した位置にある３色の
有機ＥＬ素子が同一画素を構成して、表示色に対応する
それぞれの色成分駆動電流に応じて発光することによっ
て、フルカラーの発光色を表示することができる。各有
機ＥＬ素子は、例えば縦３００μｍ，横１００μｍの短
冊状をなし、それぞれの３色の有機ＥＬ素子ごとに平面
上に同一順序に配列することによって、それぞれ一辺が
３００μｍの正方形のカラー画素を形成している。
【００４２】各駆動源２１Ｒ，…，２１Ｂ，…，２ｎ
Ｒ，…，２ｎＢも、それぞれの画素ごとに、末尾にそれ
ぞれＲ，Ｇ，Ｂを付して示す、赤色発光用と緑色発光用
と青色発光用の駆動源からなっていて、末尾にそれぞれ
Ｒ，Ｇ，Ｂを付して示す、赤色表示用データ線２１Ｒ，
…，２ｎＲと、緑色表示用データ線２１Ｇ，…，２ｎＧ
と、緑色表示用データ線２１Ｂ，…，２ｎＢとに対し
て、表示色の色成分に応じた大きさの駆動電流を別々に
供給することができるようになっている。各チャージス
イッチ３１Ｒ，…，３ｎＲ，３１Ｇ，…，３ｎＧ，３１
Ｂ，…，３ｎＢは、プリチャージ時、それぞれ赤色用デ
ータ線２１Ｒ，…，２ｎＲと、緑色用データ線３１Ｇ，
…，３ｎＧと、青色用データ線３１Ｂ，…，３ｎＢと
を、それぞれの色に対応して設けられた電圧保持回路４
Ｒ，４Ｇ，４Ｂに接続する。各電圧保持回路４Ｒ，４
Ｇ，４Ｂは、対応するチャージスイッチの動作に応じ
て、接続されたデータ線を黒レベルに設定する。有機Ｅ
Ｌ素子の黒レベルは一般に表示色によって異なっている
が、同一電圧とされる場合もある。
【００４３】図５に示されたフルカラーパッシブマトリ
クス有機ＥＬ表示装置における、各色ごとのパッシブマ
トリクス有機ＥＬ表示装置の動作は、図１に示された実
施例の場合と同様であるが、図５のように構成して、各
色の有機ＥＬ素子の特性に応じて、表示色ごとに対応す
る大きさの駆動電流を供給し、プリチャージ時、電圧保
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持回路から表示色ごとに適切な黒レベルの電圧を与える
ことによって、図１～図４に示された単一色のパッシブ
マトリクス有機ＥＬ表示装置と同様に動作させて、フル
カラー表示を行わせることができる。
【００４４】以上、この発明の実施例を図面により詳述
してきたが、具体的な構成はこの実施例に限られたもの
ではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計の変
更等があってもこの発明に含まれる。例えば、第２の電
源６の電圧Ｖ２は、第１の電源５の電圧Ｖ１と同じであ
ってもよい。また、実施例においては、電圧保持回路
４，４Ｒ，４Ｇ，４Ｂは、定電圧素子と並列容量とによ
って黒レベルの電位を保持するものとしたが、これに限
るものではなく、有機ＥＬ素子の黒レベルに対応する所
定電圧を発生する定電圧源を使用してもよい。この場合
の定電圧源は、負荷の状態に応じて、所定電圧を保ちな
がら電流の供給と吸収とを行うことができるものを使用
する必要があり、これによって、有機ＥＬ素子の電荷の
多少にかかわらず、黒レベルに保持することができる。
また、電圧保持回路４，４Ｒ，４Ｇ，４Ｂを省いて、各
チャージスイッチの電圧保持回路への出力側を直接、接
地するようにしてもよい。この場合、水平駆動切替スイ
ッチを介して第２の電源６に接続された状態の走査線に
接続されている各有機ＥＬ素子を逆バイアスにするため
の充電電流は、電圧保持回路がある場合に比べて増加す
るが、ハイインピーダンス状態の走査線に接続されてい
る各有機ＥＬ素子に対しては、実施例で説明したのと同
様に、第２の電源６から充電電流が生じないので、パッ
シブマトリクス有機ＥＬ表示パネル全体としては、逆バ
イアス状態にするための消費電流を大幅に低減すること
ができる。
【００４５】
【発明の効果】以上、説明したように、この発明の有機
ＥＬ駆動回路及びパッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置
によれば、走査が終了した直後の走査線のみに、有機Ｅ
Ｌ素子を逆バイアスにするための電源を接続し、それ以
外の走査線には接続しないので、この電源に接続した際
における、電圧保持回路の電位又は接地電位との間に生
じる充電電流は、選択された走査線に接続された有機Ｅ
Ｌ素子の寄生容量の分だけとなり、非選択状態となって
いる走査線に接続されたすべての有機ＥＬ素子の寄生容
量に対しては不必要な充電電流が流れない。そのため、
非選択状態のすべての走査線を逆バイアスにする従来の
装置の場合と比較して、消費電流を大幅に減少させるこ
とができ、従って、パッシブマトリクス有機ＥＬ表示装
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置の消費電力を低減するとともに、装置規模を小さくす
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例であるパッシブマトリクス有
機ＥＬ表示装置の構成を示す図である。
【図２】本実施例のパッシブマトリクス有機ＥＬ表示装
置における、図１の場合と異なるタイミングにおける接
続状態を示す図（１）である。
【図３】本実施例のパッシブマトリクス有機ＥＬ表示装
置における、図１の場合と異なるタイミングにおける接
続状態を示す図（２）である。
【図４】本実施例のパッシブマトリクス有機ＥＬ表示装
置の動作を説明するためのタイミングチャートである。
【図５】本実施例を適用したフルカラー表示用パッシブ
マトリクス有機ＥＬ表示装置の構成を示す図である。
【図６】従来のパッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置の
構成例を示す図である。
【図７】従来のパッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置に
おける、図６の場合と異なるタイミングにおける接続状
態を示す図（１）である。
【図８】従来のパッシブマトリクス有機ＥＬ表示装置に
おける、図６の場合と異なるタイミングにおける接続状
態を示す図（２）である。
【符号の説明】
Ｅ１１，Ｅ１２，Ｅ１３，…，Ｅ１ｎ、Ｅ２１，Ｅ２
２，Ｅ２３，…，Ｅ２ｎ、Ｅ３１，Ｅ３２，Ｅ３３，
…，Ｅ３ｎ、Ｅ４１，Ｅ４２，Ｅ４３，…，Ｅ４ｎ、
…、Ｅｍ１，Ｅｍ２，Ｅｍ３，…，Ｅｍｎ、Ｅ１１Ｒ，
Ｅ１１Ｇ，Ｅ１１Ｂ，…，Ｅ１ｎＲ，Ｅ１ｎＧ，Ｅ１ｎ
Ｂ、Ｅ２１Ｒ，Ｅ２１Ｇ，Ｅ２１Ｂ，…，Ｅ２ｎＲ、Ｅ
２ｎＧ，Ｅ２ｎＢ、Ｅ３１Ｒ，Ｅ３１Ｇ，Ｅ３１Ｂ，
…，Ｅ３ｎＲ、Ｅ３ｎＧ，Ｅ３ｎＢ、…、Ｅｍ１Ｒ，Ｅ
ｍ１Ｇ，Ｅｍ１Ｂ，…，ＥｍｎＲ，ＥｍｎＧ，ＥｍｎＢ
      有機ＥＬ素子
１１Ａ，１２Ａ，１３Ａ，１４Ａ，…，１ｍＡ      水
平駆動切替スイッチ
２１，２２，２３，…，２ｎ、２１Ｒ，２１Ｇ，２１
Ｂ，…，２ｎＲ，２ｎＧ，２ｎＢ      駆動源
３１，３２，３３，…，３ｎ、３１Ｒ，３１Ｇ，３１
Ｂ，…，３ｎＲ，３ｎＧ，３ｎＢ      チャージスイッ
チ
４，４Ｒ，４Ｇ，４Ｂ      電圧保持回路
５      第１の電源
６      第２の電源
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